
朝
来

市
朝

来
市
議

会
だ
よ
り

議
会

だ
よ
り

定
例
会
は

年
に
４
回 3
月

6
月

9
月

12
月

第
101号
令
和
８
年

9
月
定
例
会

梁
瀬
地
域
自
治
協
議
会
「
多
世
代
交
流
き
ず
な
ア
ッ
プ
事
業
」

や
な
せ
こ
ど
も
園
園
児
た
ち
と

梁
瀬
地
域
自
治
協
議
会
「
多
世
代
交
流
き
ず
な
ア
ッ
プ
事
業
」

や
な
せ
こ
ど
も
園
園
児
た
ち
と

定
認
算
決

会
議
市
来
朝

会
換
交
見
意

り
よ
だ
会
議

会
議
生
校
高

告
報
査
審
算
決

況
状
の
否
賛

議
審
案
議

問
質
般
一

／
声
の
真
写
紙
表12

程
日
会
例
定
月

告
報
査
調
会
員
委

告
報
会
議
合
組
／



　

９
月
定
例
会
が
、
８
月
27
日

か
ら
９
月
29
日
ま
で
34
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
令
和

７
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計

及
び
企
業
会
計
決
算
の
認
定
等

が
提
案
さ
れ
、
予
算
決
算
特
別

委
員
会
に
付
託
し
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

最
終
日
に
各
会
計
決
算
を
全

会
一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。

令和7年度
決算を認定

形式収支から翌年度に繰り越して行う事業の財源5,825万円
を差し引いた６億2,258万円が実質収支となります。

形式収支 : 歳入総額から歳出総額を引いた単純な差額。
実質収支 : 形式収支から翌年度繰越財源を引いた実質額。

令和７年度一般会計決算

朝来市の財政状況は？令和７年度決算において、朝来市の財政は公営企業
会計も含め健全性が確保できています。

※（　）は令和６年度の数値

財政状況は？財政状況は？朝来市
の

❶ 財政力指数❶ 財政力指数

「１」に近いほど財政力がある。

0.395
（0.389）

0.006
ポイント
増

❷ 経常収支比率❷ 経常収支比率

100に近いほど政策に使える
お金が少なくなる。

89.5％
（89.7％）

0.2
ポイント
改善

❸ 実質公債費比率❸ 実質公債費比率

市の一般財源に対する借金の
返済金の割合で、数値が高い
ほどほかの事業に充てるお金

が少なくなる。

8.8％
（9.8％）

1.0
ポイント
改善

❹ 将来負担比率❹ 将来負担比率

将来支払わなければならない
借金が一般財源に対してどれ
くらいあるか示した指標。数値

が低いほど健全。

ー68.7％
（ー75.5％）

歳入（収入）

歳出（支出）

形 式 収 支

244 億 7,839 万円

237 億 9,756 万円

６億 8,083 万円

形式収支と
実質収支
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問　

高
校
生
議
会
で
の
質
問
を
踏
ま

え
、
高
校
通
学
路
の
危
険
箇
所
点
検

を
学
校
と
協
働
・
連
携
し
て
行
う
べ

き
。

答　

こ
れ
ま
で
も
、
市
民
の
皆
様
か

ら
道
路
に
関
す
る
通
報
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
適
宜
対
応
し
て
い
る
。
今

後
、
高
校
が
総
合
的
な
探
究
の
時
間

に
、
通
学
路
の
危
険
箇
所
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
や
、
地
域
・
保
護
者
と

連
携
し
た
現
地
調
査
な
ど
に
取
り
組

む
際
に
は
、
市
も
参
加
・
協
力
し
、

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
た
い
。

問　

さ
の
う
高
原
施
設
維
持
管
理
事

業
に
つ
い
て
、
10
年
間
で
８
，
０
０

０
万
円
近
い
赤
字
を
一
般
会
計
か
ら

補
塡
し
て
い
る
。
市
民
の
方
に
補
塡

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
市

外
の
方
に
こ
れ
だ
け
の
交
付
金
を
毎

年
の
よ
う
に
使
っ
て
、
赤
字
を
穴
埋

め
す
べ
き
な
の
か
疑
問
。

答　

さ
の
う
高
原
に
は
セ
カ
ン
ド
ハ

ウ
ス
村
の
ほ
か
キ
ャ
ン
プ
場
や
宿
泊

施
設
等
が
あ
る
。
観
光
に
寄
与
し
て

い
る
一
面
も
あ
り
、
理
解
い
た
だ
き

一
般
会
計
決
算
に
関
す
る
主
な
質
疑

た
い
。
た
だ
、
高
原
内
施
設
の
老
朽

化
、
特
に
浄
化
槽
や
水
道
パ
イ
プ
が

破
損
す
る
可
能
性
が
大
い
に
あ
る
の

で
、
収
支
均
衡
を
図
れ
る
よ
う
な
形

で
、
今
後
整
理
・
検
討
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機
の
無
償
貸
与

事
業
で
、
河
川
敷
の
草
刈
り
に
も
使

い
た
い
と
い
う
意
見
が
令
和
７
年
度

の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
上
げ

ら
れ
た
が
、
可
能
か
。

答　

春
か
ら
秋
に
か
け
て
除
草
作
業

を
安
全
・
安
心
に
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
農
家
の
方
を
優
先
に
行
っ
て
い

る
事
業
。
機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等

も
必
要
で
あ
り
、
農
業
施
策
の
た
め

河
川
の
草
刈
り
は
メ
ニ
ュ
ー
に
入
れ

い
て
い
な
い
。
河
川
敷
に
お
い
て
は
、

河
川
に
落
下
し
水
没
す
る
こ
と
が
一

番
懸
念
さ
れ
る
。

問　

特
急
は
ま
か
ぜ
利
用
促
進
補
助

金
は
、
需
要
が
高
い
こ
と
か
ら
予
算

総
額
の
増
額
や
１
人
当
た
り
の
助
成

額
の
増
額
を
検
討
す
べ
き
。

答　

補
助
制
度
は
、
特
急
は
ま
か
ぜ

及
び
Ｊ
Ｒ
播
但
線
の
維
持
・
存
続
を

目
的
と
し
て
い
る
。
よ
り
多
く
の
方

の
利
用
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、
現

時
点
で
は
1
人
当
た
り
の
助
成
上
限

額
の
増
額
は
考
え
て
い
な
い
。
予
算

総
額
の
増
額
に
つ
い
て
は
、
市
民
ニ

ー
ズ
を
踏
ま
え
、
研
究
し
て
い
き
た

い
。

問　

令
和
７
年
度
に
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ

ー
ル
の
大
規
模
改
修
が
行
わ
れ
た
。  　

　

長
期
間
休
館
し
、
14
億
円
余
り
令

和
６
年
度
を
含
め
る
と
17
億
円
の
改

修
が
行
わ
れ
た
が
、
空
調
の
調
子
が

悪
く
、
大
が
か
り
な
改
修
、
修
理
が

必
要
に
な
る
の
か
。

答　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
な
ど
市
民

の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
改

修
を
行
っ
た
。
大
ホ
ー
ル
の
空
調
が

２
つ
あ
る
う
ち
１
つ
が
壊
れ
て
い
る

状
況
。
部
品
交
換
が
必
要
で
、
30
万

円
ほ
ど
と
聞
い
て
い
る
。　

問　

消
防
団
員
の
人
数
が
、
こ
こ
数

年
30
人
ほ
ど
減
少
し
て
い
る
。
地
域

防
災
力
を
維
持
す
る
た
め
、
機
能
別

消
防
団
員
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
す

る
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

現
在
１
，
０
５
０
名
の
定
員
に

対
し
て
、
８
３
２
名
と
団
員
数
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
。
機
能
別
団
員
等

の
検
討
は
現
在
行
っ
て
い
な
い
が
、

今
後
の
予
定
と
し

て
は
幹
部
会
等
に

諮
り
、
検
討
を
進

め
て
い
く
。

質
疑

(決算質疑)

問答問答

問

問 問

答

答

答

▲特急はまかぜ利用促進補助金は
　朝来市民であればどなたでも
　申請可能です

▲館内の照明がすべてLED化された
　ジュピターホール

▲無償貸与されている
　　　　　　ラジコン草刈機

問答
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(決算審査報告)

　

朝
来
市
高
齢
者
活
力
創
造
セ
ン

タ
ー
条
例
第
６
条
に
規
定
す
る
利
用

の
許
可
に
つ
い
て
は
、
条
例
違
反
と

ま
で
は
言
え
な
い
が
、
適
切
な
事
務

執
行
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
確

認
さ
れ
た
の
で
、
早
急
に
是
正
さ
れ

た
い
。

　

令
和
７
年
度
当
初
予
算
が
補
助
金

９
０
０
万
円
に
対
し
、
決
算
額
は

３
２
２
万
９
千
円
と
執
行
率
が
低
調

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
事
業
の
ニ
ー

ズ
は
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
と
商
工
会

が
よ
り
一
層
連
携
を
強
化
し
、
事
業

の
推
進
を
図
ら
れ
た
い
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告

　

令
和
８
年
度
補
正
予
算
、
令
和

７
年
度
各
会
計
決
算
の
審
査
を
付

託
さ
れ
た
予
算
決
算
特
別
委
員
会

（
分
科
会
方
式
）
は
、
議
長
を
除

く
15
人
の
議
員
で
構
成
し
、
延
べ

７
日
間
に
わ
た
り
慎
重
に
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
決
算
に

か
か
る
審
査
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

 

〇
歴
史
観
光
施
設
運
営
管
理
事
業

 

〇
老
人
福
祉
施
設
維
持
管
理
事
業

 

〇
店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成
事
業

　

朝
来
市
旧
生
野
鉱
山
職
員
宿
舎
条

例
第
17
条
は
、
指
定
管
理
者
が
利
用

料
金
を
定
め
る
に
当
た
り
、
市
長
の

承
認
を
得
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
が
、

令
和
７
年
度
に
適
用
さ
れ
た
具
体
的

な
利
用
料
金
に
つ
い
て
、
市
長
の
承

認
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
客

観
的
資
料
・
決
裁
・
料
金
表
等
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
者
制
度
に
お
け

る
業
務
の
再
委
託
や
権
限
の
再
委
託

に
つ
い
て
も
当
局
か
ら
明
確
な
回
答

は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

※
旧
生
野
鉱
山
職
員
宿
舎

官
営
生
野
鉱
山
に
勤
務
す
る
官

吏
の
た
め
明
治
９
年（
１
８
７
６
）

な
ど
に
建
て
ら
れ
た
官
舎
が
国

道
４
２
９
号
線
沿
い
に
4
棟
現

存
し
て
お
り
、そ
の
う
ち
の
２
棟

（
９
号
棟
・
19
号
棟
）が
宿
泊
施

設
と
な
っ
て
い
る
。

▲旧生野鉱山職員宿舎（甲社宅）19 号棟

▲朝来市高齢者活力創造センター（旧与布土小学校）

　

旧
生
野
鉱
山
職
員
宿
舎
の
指
定
管

理
者
で
あ
る「
甲
社
宅
運
営
委
員
会
」

は
、
宿
泊
時
に
お
け
る
施
設
の
利
用

料
に
関
す
る
業
務
も
含
め
、
業
務
の

一
部
を
ク
リ
エ
イ
ト
生
野
株
式
会
社

に
再
委
託
し
て
い
る
。

※

　

し
た
が
っ
て
、
利
用
料
金
の
設
定

に
か
か
る
制
度
運
用
及
び
手
続
に
つ

い
て
は
、
条
例
第
17
条
へ
の
適
合
性

に
疑
義
が
残
る
こ
と
か
ら
、
関
係
す

る
業
務
委
託
及
び
権
限
関
係
を
含
め

速
や
か
に
再
検
証
し
、
必
要
な
是
正

を
図
ら
れ
た
い
。

店舗リニューアル工事助成事業

補助対象者

施行対象業者

補助金額

・市内で小売業や飲食業、宿泊業など 
　を経営されている個人、中小企業等

・市内に事業所を有する法人
・市内に事業所を有する個人で、住民
　登録されている事業者

20万円以上（消費税除く）のリニュー
アル工事に対して 30％を補助（上限
30万円）※千円未満は切り捨て
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概 要

開 催 場 所・日 時

【対象】

【申し込み方法】

【当日の流れ】

【話し合うテーマ】

朝来市議会では、「市民に開かれた議会」をめざし、市内４会場で決められた
テーマをもとに話し合う意見交換会を開催します。お住まいの地域に関わら
ず、ご都合のよい会場にご参加ください。

朝来市議会事務局　〒669-5292　朝来市和田山町東谷213番地1
TEL 079-672-1930　FAX 079-672-1931　Eメール：gikai@city.asago.lg.jp

【お問合せ】

あさGo!ポイント
（地域ポイント）

付与対象朝来市議会

意 見 交 換 会

皆さんの声を聴かせてください！

※当日参加は可能ですが、参加人数把握のため、
　可能な限りいずれかの方法で事前申込をお願いします。

どなたでも参加できます。

◆総務市民常任委員会
　「屋根付運動施設について」
◆文教民生産建常任委員会
　「健康増進について」

◆電話申込
　議会事務局：079-672-1930
◆オンライン申込　
　右記QRコードよりお申し込みください

各グループに分かれて意見交換を行います。
どちらのテーマについても意見交換をしていただきます。

和田山会場

和田山
ジュピターホール

11月10日（火）
19：00～

日 時

場 所

朝来生涯学習センター
2階会議室

11月11日（水）
19：00～

朝来会場
日 時

場 所

さんとう
緑風ホール

11月16日（月）
19：00～

山東会場
日 時

場 所

生野マインホール
2階会議室

11月17日（火）
19：00～

生野会場
日 時

場 所

お申込みフォーム
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高
校
生
議
会
で
の
提
案
が
実
現

 

朝
来
市
駅
交
流
施
設
条
例
制
定

生
野
駅
東
口
交
流
施
設 「
い
く
イ
エ
」
オ
ー
プ
ン

　

９
月
定
例
会
で
は
、
令
和
７
年

度
決
算
認
定
の
ほ
か
に
条
例
制
定
、

補
正
予
算
７
件
、
指
定
管
理
者
の

指
定
、
財
産
の
取
得
、
工
事
請
負

契
約
の
締
結
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

　

条
例
制
定
等
に
つ
い
て
は
所
管

す
る
常
任
委
員
会
で
、
補
正
予
算

に
つ
い
て
は
予
算
決
算
特
別
委
員

会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

 

朝
来
市
山
城
の
郷
特
産
の
館
の
指  

 

定
管
理
者
の
指
定

生
野
駅
東
口
待
合
室
を
交
流
施
設
に

改
修

　

公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
、
観
光
客

そ
の
他
の
施
設
利
用
者
に
よ
る
多
様

な
交
流
を
促
進
し
、
地
域
の
活
性
化

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
施

設
を
設
置
。

山
城
の
郷
特
産
の
館
営
業
再
開
に
向

け
指
定
管
理
者
が
決
定

　

令
和
８
年
度
以
降
の
指
定
管
理
者

が
決
定
し
て
い
な
か
っ
た
山
城
の
郷

の
営
利
部
分
で
あ
る
特
産
の
館
に
つ

い
て
、
指
定
管
理
者
が
決
定
し
ま
し

た
。

　

指
定
管
理
者
は
株
式
会
社
サ
ク
セ

ス
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
株
式
会
社

サ
ク
セ
ス
は
あ
さ
ご
村
お
こ
し
セ
ン

タ
ー
（
道
の
駅
あ
さ
ご
）
に
つ
い
て

も
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
指
定
管

議
案
審
議

議
案
審
議

　

令
和
６
年
度
高
校
生
議
会
に
お
い

て
生
野
高
校
の
生
徒
が
「
待
合
室
を

活
用
し
、
待
ち
時
間
を
過
ご
し
や
す

く
す
る
こ
と
」
を
提
案
し
ま
し
た
。　
　
　
　

　

令
和
７
年
度
に
は
生
野
高
校
２
年

生
が
毎
年
取
り
組
ん
で
い
る“

 

ゆ
め

い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト”

の
中
で
、
公

共
交
通
班
が
中
心
と
な
り
、
駅
待
合

室
の
環
境
向
上
に
向
け
た
検
討
を
行

う
と
と
も
に
、
校
内
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
を
ま
と
め
、
デ
ザ
イ
ン
を
提
案
し

問　

施
設
で
の
物
品
販
売
を
禁
止
し

て
い
る
理
由
は
。

答　

Ｊ
Ｒ
か
ら
施
設
を
無
償
で
借
り

受
け
る
に
当
た
り
、
物
品
販
売
な
ど

第
三
者
に
利
益
を
生
じ
さ
せ
る
行
為

は
基
本
的
に
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
禁
止
し
て
い
る
。

質
疑

▲生野駅東口

▲「いくイエ」はどなたでも気軽に立ち寄れる居場所です

問答

た
も
の
が
設
計
内
容
に
反
映
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
愛
称「
い
く
イ
エ
」も

生
野
高
校
生
の
発
案
。
文
教
民
生
産

建
常
任
委
員
会
で
審
査
し
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

施
設
は
10
月
１
日
に
供
用
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

(議案第60号 質疑)
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理
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
特
産
の
館

に
つ
い
て
は
、
10
月
１
日
か
ら
指
定

管
理
が
開
始
さ
れ
、
物
販
コ
ー
ナ
ー

は
営
業
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

文
教
民
生
産
建
常
任
委
員
会
で
審

査
し
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

問　

市
は
同
一
事
業
者
が
道
の
駅
あ

さ
ご
と
山
城
の
郷
を
運
営
す
る
こ
と

に
よ
る
相
乗
効
果
と
地
域
経
済
へ
の

還
元
に
ど
う
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
か
。

 

令
和
８
年
度
新
産
業
団
地
造
成
工 

 

事
請
負
契
約
の
締
結

質
疑

▲全面営業再開が待たれる山城の郷特産の館

▲道の駅あさごとの相乗効果に期待

▲新産業団地　完成イメージ図

▲11月9日から供用開始される生野新庁舎▲開放的で明るい新庁舎内

(議案第67号 質疑)

答　

市
内
の
雇
用
者
に
よ
り
、
例
え

ば
繁
忙
期
に
道
の
駅
あ
さ
ご
か
ら
の

応
援
体
制
も
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

竹
田
城
跡
へ
の
誘
客
の
計
画
を
考
え

て
い
る
。
団
体
客
の
旅
行
の
ツ
ア
ー

を
造
成
し
た
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と

も
聞
い
て
い
る
。

　

株
式
会
社
サ
ク
セ
ス
が
２
事
業
を

す
る
中
で
、
あ
さ
ご
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ

ュ
ー
ロ
ー
、
地
元
と
の
連
携
、
ま
た
、

研
究
会
な
ど
を
開
催
す
る
い
う
こ
と

も
聞
い
て
い
る
。

 

財
産
の
取
得

生
野
新
庁
舎
で
使
用
す
る
什
器
等
を

購
入

　

生
野
庁
舎
の
完
成
に
伴
い
、
新
庁

舎
で
使
用
す
る
机
、
椅
子
及
び
収
納

庫
等
の
什
器
等
備
品
一
式
を
３
０,

７
５
９,
３
０
０
円
で
購
入
。

　

総
務
市
民
常
任
委
員
会
で
審
査
し
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

新
産
業
団
地
の
造
成
工
事
が
開
始　
　
　
　
　
　

　

６
月
定
例
会
で
調
整
池
整
備
工
事

請
負
契
約
を
可
決
し
た
新
産
業
団
地

（
山
東
町
大
月
）に
つ
い
て
、
９
月
定

例
会
で
は
新
産
業
団
地
全
体
の
造
成

を
行
う
工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

可
決
し
ま
し
た
。
令
和
10
年
度
の
分

譲
開
始
を
予
定
し
て
お
り
、
工
期
は

令
和
８
年
９
月
30
日
か
ら
令
和
10
年

３
月
31
日
で
す
。

問

答
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委員会調査報告
  

総
務
市
民
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

調
査
報
告

調
査
事
項

①
屋
根
付
運
動
施
設
に
つ
い
て

    （
岐
阜
県
本
巣
市  

も
と
ま
る
パ
ー
ク
）

②
多
文
化
共
生
の
取
組
み
に
つ
い
て   

    （
岐
阜
県
可
児
市
）

調
査
の
概
要

　

７
月
８
日
か
ら
９
日
に
行
政
視
察

を
行
い
ま
し
た
。
屋
根
付
運
動
施
設

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
８
月
６
日
に

所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

ま
と
め
・
意
見

②

※
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ｐ
Ｆ
Ｉ

　

都
市
公
園
の
魅
力
と
利
便
性
の
向
上
を

図
る
た
め
、
公
園
の
整
備
を
行
う
民
間
事

業
者
を
公
募
し
選
定
す
る
制
度
。
カ
フ
ェ
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
売
店
な
ど
を
民
間
事
業
者

が
設
置
・
管
理
し
、
そ
こ
で
得
た
収
益
の

一
部
を
園
路
や
広
場
な
ど
の
整
備
や
維
持

管
理
に
還
元
す
る
仕
組
み
。

▲岐阜県本巣市『もとまるパーク』外観

も
と
ま
る
パ
ー
ク
は
、
対
象
を
「
す

べ
て
の
世
代
」と
せ
ず
、「
子
育
て
世

代
お
よ
び
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
」

を
主
な
利
用
者
に
設
定
し
て
い
る
。　
　

　

そ
の
結
果
、
大
型
遊
具
や
水
遊

び
場
、
芝
生
広
場
な
ど
が
充
実
し
、

休
日
に
は
多
く
の
家
族
連
れ
で
賑

わ
う
人
気
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、事
故
の
危
険
性
が
あ
る

「
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
」や
、若
者
の
夜

間
不
法
侵
入
を
防
ぐ
た
め
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
場
や
３
×
３
バ
ス
ケ
ッ

ト
コ
ー
ト
と
い
っ
た
若
者
向
け
設

備
を
除
外
す
る
な
ど
、
維
持
管
理

を
容
易
に
す
る
た
め
の
配
慮
が
な

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
夜
間

①

※

進
入
禁
止
の
敷
地
内
に
人
が
立
ち

入
り
、
設
備
を
破
損
・
破
壊
す
る

事
案
が
発
生
す
る
な
ど
治
安
の
悪

化
も
危
惧
さ
れ
て
お
り
、
想
定
以

上
に
管
理
に
苦
慮
し
て
い
る
現
状

も
あ
る
。

　

ま
た
、
同
パ
ー
ク
の
整
備
に
お

い
て 

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
― 

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用
し

た
結
果
、
民
間
事
業
者
が
カ
フ
ェ

や
物
販
施
設
を
整
備
・
運
営
し
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
や
情
報
発
信
を
行

う
こ
と
で
、
施
設
全
体
の
魅
力
向

上
と
継
続
的
な
賑
わ
い
が
創
出
さ

れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
当
該
事
業

者
へ
の
高
額
な
指
定
管
理
料
な
ど

の
財
政
負
担
も
生
じ
て
お
り
、
本

市
で
導
入
を
検
討
す
る
際
に
は
費

用
対
効
果
を
十
分
に
見
極
め
る
必

要
が
あ
る
。

可
児
市
と
は
人
口
規
模
や
外
国
籍

住
民
の
割
合
が
異
な
る
。
そ
の
た

め
、
来
日
間
も
な
い
児
童
生
徒
に

対
し
日
本
語
指
導
か
ら
学
校
・
生

活
習
慣
の
指
導
ま
で
を
丁
寧
に
行

い
、
通
常
学
級
へ
の
円
滑
な
移
行

を
支
援
す
る「
ば
ら
教
室
Ｋ
Ａ
Ｎ

Ｉ
」や
、
多
言
語
相
談
、
日
本
語
学

習
支
援
、
生
活
情
報
提
供
及
び
交

流
事
業
な
ど
を
一
体
的
に
実
施
す

る
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー「
フ
レ
ビ

ア
」 の
運
営
事
業
な
ど
を
、
そ
の
ま

ま
本
市
に
導
入
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

　

し
か
し
、「
外
国
籍
市
民
を
特
別

扱
い
す
る
の
で
は
な
く
一
市
民
と

し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
」
と
、「
言

語
や
制
度
上
の
障
壁
に
対
し
て
必

要
な
配
慮
を
行
う
こ
と
」
を
両
立

さ
せ
る
同
市
の
理
念
は
、
外
国
籍

市
民
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
、
本

市
の
基
本
方
針
に
取
り
入
れ
る
べ

き
重
要
な
視
点
で
あ
る
。

　

ま
た
、
転
入
者
へ
生
活
ガ
イ
ド

や
ご
み
分
別
資
料
等
を
ま
と
め
た

「
ウ
ェ
ル
カ
ム
セ
ッ
ト
」
を
配
布
す

る
取
組
み
は
、
実
施
可
能
な
施
策

と
し
て
早
期
の
導
入
を
検
討
さ
れ

た
い
。

　

な
お
、
本
市
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
お
い
て
「
朝
来
市
外
国
人

向
け
生
活
支
援
ガ
イ
ド
」
が
日
本

語
を
含
む
５
言
語
で
多
言
語
展
開

さ
れ
て
い
る
点
は
評
価
す
る
。
一

方
で
、「
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」
が
日

本
語
の
み
の
対
応
に
留
ま
る
な
ど

一
部
多
言
語
対
応
が
不
十
分
な
箇

所
も
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
早
期
に
改
善

さ
れ
た
い
。

組
合
議
会
報
告

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
一
部

事
務
組
合
議
会
各
議
員
か
ら
組
合

議
会
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

南
但
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
報
告

第
１
８
５
回
臨
時
会

令
和
８
年
６
月
29
日

報
告
者

：

加
藤　

貴
之

公
立
豊
岡
病
院
組
合
議
会
報
告

第
２
回
定
例
会

令
和
８
年
７
月
７
日
～
８
月
４
日

報
告
者

：

日
下　

茂
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9 月定例会で審議した議案に対する賛否の状況
浅
田

　郁
雄

日
下

　
　茂

加
藤

　貴
之

水
田

　文
夫

森
下

　恒
夫

上
田

　幸
広

大
垣
加
奈
子

尾
﨑

　里
美

上
谷

　大
介

西
本

　英
輔

藤
原

　正
伸

松
井

　道
信

平
山

　貴
彦

横
尾

　正
信

吉
田

　俊
平

関

　
　綾
乃

※

議　員　名

議　案　名

賛成した議員は〇　反対した議員は ×　 ※議長には通常、表決権がありません。

朝来市和田山町市御堂、比治財産区管理委員の選任につ
き同意を求めることについて 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

朝来市和田山町法興寺財産区管理委員の選任につき同意
を求めることについて 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇同意第22号

同意第23号

朝来市駅交流施設条例制定について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議案第60号
朝来市公告式条例等の一部を改正する条例制定について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議案第61号
朝来市図書館条例の一部を改正する条例制定について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議案第62号

朝来市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定
について

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議案第63号

朝来市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例及び朝来市家庭的保育事業等の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の一部
を改正する条例制定について

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議案第64号

朝来市生涯学習センター条例の一部を改正する条例制定
について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議案第65号

朝来市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例制定について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議案第66号

朝来市山城の郷特産の館の指定管理者の指定について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議案第67号
令和８年度朝来市一般会計補正予算（第３号）について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議案第68号
令和８年度朝来市国民健康保険特別会計補正予算（第１
号）について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議案第69号

令和８年度朝来市介護保険特別会計補正予算（第１号）
について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議案第70号

令和８年度朝来市後期高齢者医療特別会計補正予算（第
１号）について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議案第71号

令和８年度朝来市財産区特別会計補正予算（第１号）に
ついて

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議案第72号

令和８年度朝来市水道事業会計補正予算（第２号）につ
いて 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議案第73号

令和８年度朝来市下水道事業会計補正予算（第１号）に
ついて 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議案第74号

財産の取得について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議案第75号
令和８年度新産業団地造成工事請負契約の締結について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議案第76号
令和７年度朝来市一般会計決算の認定について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇認定第１号
令和７年度朝来市国民健康保険特別会計決算の認定につ
いて 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇認定第２号

令和７年度朝来市宅地開発事業特別会計決算の認定につ
いて 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇認定第３号

令和７年度朝来市休日診療所特別会計決算の認定について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇認定第４号
令和７年度朝来市介護保険特別会計決算の認定について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇認定第５号
令和７年度朝来市後期高齢者医療特別会計決算の認定に
ついて 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇認定第６号

令和７年度朝来市財産区特別会計決算の認定について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇認定第７号
令和７年度朝来市水道事業会計剰余金の処分及び決算の
認定について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇認定第８号

令和７年度朝来市工業用水道事業会計決算の認定について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇認定第９号
令和７年度朝来市下水道事業会計剰余金の処分及び決算
の認定について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇認定第10号

朝来市議会議員のハラスメントの防止及び根絶に関する
条例の一部を改正する条例制定について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇発議第４号

朝来市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部を改正する条例制定について 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇発議第５号

事件訂正の件 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇－
議員派遣の件 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇－

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇委員会の閉会中の継続調査の件－

9

決
算
認
定

委
員
会
調
査
報
告

／
組
合
議
会
報
告

朝
来
市
議
会

意
見
交
換
会

議
会
だ
よ
り

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

高
校
生
議
会

決
算
審
査
報
告

賛
否
の
状
況

議
案
審
議

一
般
質
問

表
紙
写
真
の
声
／

12
月
定
例
会
日
程



議会だよりアンケート  結果報告

このたびは「議会だよりアンケート」に186名の皆さまからご回答をいただき、誠にありがと
うございました。回答者は70歳以上の方が最も多く51人、次いで60代が48人で、回答者の
半数以上が60代以上の方でした。
いただいた声を、今後の紙面づくりに活かしてまいります。

たくさんのご協力、ありがとうございました。

アンケートでは、多くの皆さまから率直で貴重なご意見

をいただき、誠にありがとうございました。

お寄せいただいた厳しいご指摘やご要望を真摯に受け

止め、今後の改善方針をQ&A形式でお伝えします。

議会だよりの発行に経費をかける意味はあるのです
か？市広報紙への統合などは考えないのでしょうか？
議会だよりは議会の説明責任を果たす重要な媒体
です。経費削減と効率化に取り組んでまいります。

専門用語が多くて難しく、読む気になれません。
もっと読みやすくできませんか？
率直なご意見をありがとうございます。「わかりやす
さ最優先」の情報が伝わる紙面になるよう取り組ん
でいきます。

議員がどのような活動をしているのか見えません。
報酬や定数に見合う仕事をしているのでしょうか？
議会における「議員の仕事」や「議会の活動」をわか
りやすくお伝えする議会だよりを作成していきます。

市民生活にもっと直結した、中身のある議論をして
ほしいです。
議論の背景や争点を議会だよりで皆さまにお伝えし
ていきます。

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

皆さまからいただいた声

今の紙面は読みやすいですか？

どちらでもない
52.8％

読みにくい
28.3％

読みやすい
18.9％

内容の印象は？

もっとわかりやすく
50.6％

ちょうど良い
39.0％

もっと専門的に
10.4％

これから読みたい内容は？（複数回答のため合計は100％を超える）

議員の仕事に
ついて

52.2％

その他 4.3％

新たな特集記事に
ついて 30.1％

議会の活動に
ついて

48.4％

どれくらい読んでいますか？

興味のある
ところだけ
98人

１８６人中

全部
４１人

読まない
47人

これからの「議会だより」に、どうぞご期待ください。

紙面リニ
ューアルに取り組みます！

いただいた声
を受けて、

① 

や
さ
し
く 

専
門
用
語
に
解
説
を

添
え
、
文
字
も
大
き
く

② 

見
や
す
く

写
真
や
図
表
を
増
や
し
、

一
目
で
伝
わ
る
紙
面
に

伝
え
る
の
で
は
な
く
、

伝
わ
る
議
会
だ
よ
り
に

③ 

伝
わ
る
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氏名下の QR コードにより、スマートフォン等で録画映像をご覧いただけます。 11
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○
本
市
の
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

問　

県
の
第
５
次
「
ひ
ょ
う
ご
男
女

い
き
い
き
プ
ラ
ン
２
０
３
０
」
や
男

女
共
同
参
画
推
進
条
例
を
制
定
し
て

い
る
高
槻
市
の
よ
う
に
基
本
理
念
や

市
・
市
民
・
事
業
者
・
各
種
団
体
・

教
育
に
関
わ
る
者
等
の
責
務
を
明
記

し
た
条
例
が
あ
れ
ば
、
よ
り
実
効
性

の
高
い
も
の
に
な
る
と
考
え
る
が
。

答　

本
市
の
推
進
体
制
が
実
効
性
を

高
め
る
た
め
に
発
展
的
な
見
直
し
が

必
要
で
あ
る
か
ど
う
か
、
検
証
・
研

究
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

事
業
の
成
果
は
出
せ
て
き
た
か
。

答　

各
種
審
議
会
等
に
お
け
る
女
性

委
員
の
登
用
率
向
上
や
産
婦
人
科
医
、

小
児
科
医
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
相

談
な
ど
若
者
の
安
心
に
繋
が
る
取

組
な
ど
一
定
の
評
価
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

〇
ひ
き
こ
も
り
対
策
に
つ
い
て

問　

対
応
出
来
て
い
る
人
数
は
何

名
か
。ま
た
、そ
の
対
応
内
容
は
？

答　

相
談
を
受
け
た
実
人
数
は
84

名
で
相
談
者
の
約
25
％
が
30
歳
代

の
方
で
あ
る
。
相
談
に
繋
が
ら
ず
、

支
援
ニ
ー
ズ
が
表
面
化
し
て
い
な

住
ん
で
よ
か
っ
た
朝
来
市
に
！

日
新
会  

関
　
綾
乃

代表質問

い
方
が
相
当
数
あ
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
今
後
は
相
談
窓
口
の
一
層
の
周

知
、
家
族
支
援
を
通
じ
た
潜
在
的
な

ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
や
訪
問
支
援

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

○
有
機
農
業
に
つ
い
て

問　

有
機
農
業
を
推
進
す
る
に
あ
た

り
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答　

さ
ら
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は

地
域
を
引
っ
張
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

と
有
機
農
産
物
の
価
値
を
高
め
る
イ

メ
ー
ジ
戦
略
が
重
要
で
あ
る
。
今
後

の
財
源
に
つ
い
て
は
国
に
お
い
て
恒

久
的
な
制
度
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

市
政
市
政
をを
問
う
問
う

　一般質問（代表・個人）では、市長などの執行機関に対して、事務の執行状況や将来の
方針等について問い質し、また、行政施策に対する提案等も行います。
　なお、内容と写真は各議員が 560 字以内にまとめ提出したもので、質問順に掲載して
います。紙面の制約上、質問・答弁とも要約されており、文責は各議員にあります。

 

〇 

有
機
農
業
に
つ
い
て

 

〇 

本
市
の
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

 
〇 
ひ
き
こ
も
り
対
策
に
つ
い
て

▲滋賀県守山市ではガイドブックの他に
　庁内共通様式のひきこもり支援カルテを
　作成し支援にあたっています

問

問 問 問

答

答 答 答



氏名下の QR コードにより、スマートフォン等で録画映像をご覧いただけます。 

広
域
で
の
技
術
研
修
も
有
効
と
思
う
。

提
案
し
た
い
。

問　

兼
業
は
職
員
が
自
分
ら
し
く
地

域
と
つ
な
が
る
手
段
。
兼
業
し
や
す

い
環
境
を
整
え
る
べ
き
。

答　

地
域
で
の
経
験
を
本
務
に
還
元

す
る
こ
と
が
重
要
。
朝
来
市
版
の
兼

業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
を
進
め
た
い
。

問　

教
職
員
も
地
域
に
飛
び
出
す
意

識
が
必
要
。

答　

地
域
を
知
り
、
地
域
と
共
に
こ

ど
も
の
学
び
や
成
長
を
支
え
る
教
職

員
育
成
を
目
指
す
。

問　

Ａ
Ｉ
で
事
務
を
効
率
化
し
、
市

民
と
接
す
る
時
間
を
増
や
す
べ
き
。

答　

市
民
や
地
域
の
課
題
に
向
き
合

う
時
間
を
増
や
す
こ
と
は
重
要
。
職

員
が
地
域
へ
足
を
運
び
、
対
話
す
る

こ
と
が
ま
ち
を
動
か
す
力
と
な
る
。

問　

市
役
所
で
の
Ａ
Ｉ
導
入
の
効
果

は
。

答　

８
月
時
点
の
利
用
職
員
は
１
３

９
人
。
シ
ス
テ
ム
上
の
計
算
に
よ
る

参
考
値
だ
が
月
約
２
，
１
５
５
時
間
、

職
員
約
13
・
５
人
分
の
削
減
効
果
と

推
計
。
研
修
で
利
用
拡
大
を
図
る
。

問　

庁
内
文
書
を
Ａ
Ｉ
に
参
照
さ
せ

る
Ｒ
Ａ
Ｇ
の
活
用
は
。

答　

機
能
は
す
で
に
あ
る
。
文
書
管

理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
基
盤
は

整
う
。
個
人
情
報
や
機
密
情
報
の
取

扱
い
の
整
理
が
必
要
。

問　

地
域
に
飛
び
出
す
組
織
文
化
を

ど
う
つ
く
る
か
。

答　

職
員
が
判
断
に
迷
っ
た
時
に
立

ち
返
る
の
が
理
念
。
そ
れ
を
浸
透
さ

せ
、
組
織
文
化
と
し
た
い
。

問　

但
馬
３
市
２
町
で
技
術
系
職
員

を
育
成
し
て
は
。

答　

市
単
独
の
育
成
と
合
わ
せ
て
、

た
い
。

〇
こ
れ
か
ら
の
選
挙
運
営

問　

今
回
の
衆
議
院
選
挙
で
は
、
投

票
者
の
約
78
％
が
期
日
前
投
票
を
利

用
し
ま
し
た
。
人
口
減
少
や
高
齢
化

を
踏
ま
え
、
投
票
所
の
在
り
方
を
見

直
す
と
と
も
に
、
移
動
投
票
な
ど
新

た
な
方
法
も
検
討
す
べ
き
で
は
。

答　

期
日
前
投
票
の
利
用
は
増
加
し

て
お
り
、
投
票
所
に
つ
い
て
も
利

便
性
と
投
票
機
会
を
確
保
し
な
が
ら
、

他
自
治
体
の
事
例
も
参
考
に
研
究
し

て
い
き
ま
す
。

〇
地
価
か
ら
見
る
ま
ち
づ
く
り

問　

和
田
山
町
東
谷
の
地
価
公
示
価

格
が
20
年
間
で
約
50
％
下
落
す
る

一
方
、
枚
田
で
は
上
昇
し
て
い
ま
す
。

地
価
は
人
口
や
経
済
だ
け
で
な
く
、

交
通
、
商
業
・
医
療
施
設
、
公
共
施

設
の
配
置
な
ど
、
ま
ち
の
構
造
も
反

映
し
ま
す
。
地
価
の
推
移
を
、
ま
ち

づ
く
り
を
検
証
す
る
指
標
と
し
て
活

用
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

答　

地
価
は
地
域
の
変
化
を
捉
え
る

重
要
な
指
標
の
一
つ
、
人
口
や
土
地

利
用
、
施
設
立
地
な
ど
と
合
わ
せ
、

ま
ち
づ
く
り
を
検
証
す
る
参
考
指
標

と
し
て
活
用
し
て
い
く
考
え
で
す
。

〇
中
央
文
化
公
園
を
核
と
し
た
ま
ち

づ
く
り

問　

屋
根
付
運
動
施
設
を
単
独
で
整

備
す
る
の
で
は
な
く
、
ジ
ュ
ピ
タ
ー

ホ
ー
ル
、
図
書
館
、
周
辺
商
業
施
設
、

公
共
交
通
を
つ
な
ぎ
、
エ
リ
ア
全
体

で
人
の
流
れ
を
つ
く
る
べ
き
で
は
。

答　

単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
は
な

く
、周
辺
施
設
を
つ
な
ぐ
「
起
爆
剤
」

と
し
て
捉
え
、
庁
内
の
縦
割
り
を
排

し
、
民
間
や
市
民
と
連
携
し
て
エ
リ

ア
全
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
き

パ
ソ
コ
ン
を
捨
て
、
街
へ
出
よ
う

加
藤
貴
之

個人質問

問

問 問

問問問問

問問

問

答

答 答

答 答答答

答答

答

住
み
続
け
た
い

　
　
　 

元
気
で
美
し
い
朝
来
市

清
風
の
絆  

水
田
文
夫

代表質問

 

〇 

こ
れ
か
ら
の
選
挙
運
営

 

〇 

地
価
か
ら
見
る
ま
ち
づ
く
り

▲朝来市の加盟する
　「地域に飛び出す公務員を応援する首長連合」

 

〇 

中
央
文
化
公
園
を
核
と
し
た

　  

ま
ち
づ
く
り
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た
40
年
な
ら
４･

５
億
円
年
間
事
業

費
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
地
域
施
工
能
力
と
計
画
的
発
注

問　

地
域
事
業
者
の
施
工
能
力
や
緊

急
対
応
力
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
把

握
し
、
関
係
を
継
続
し
て
い
く
お
考

え
な
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

更
新
需
要
を
見
据
え
た
長
期
的

な
更
新
計
画
を
ま
ず
策
定
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
地
域
事
業
者

と
の
連
携
を
図
り
、
効
率
的
な
更
新

事
業
を
推
進
し
て
参
り
た
い
。

答　

負
担
軽
減
を
図
る
必
要
性
は
十

分
認
識
し
て
お
り
、
朝
来
市
連
合
区

長
会
、
正
副
会
長
会
に
お
い
て
も
御

意
見
を
お
伺
い
し
た
い
。

〇
教
育
に
つ
い
て

問　

教
育
基
金
を
活
用
し
、
保
護
者

の
負
担
と
な
っ
て
い
る
修
学
旅
行
や

制
服
、
副
教
材
費
等
へ
の
支
援
が
で

き
な
い
か
。

答　

保
護
者
負
担
の
実
態
や
物
価
高

騰
に
よ
る
影
響
を
把
握
し
、
ど
の
よ

う
な
支
援
が
可
能
か
具
体
的
な
研
究

を
進
め
て
い
ま
す
。

○
経
営
状
況
に
つ
い
て

問　

水
道
事
業
の
経
営
状
況
は
今
後

厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
と
の
こ
と
。

水
道
料
金
改
定
の
必
要
性
、
時
期
、

改
定
幅
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

人
口
減
少
に
伴
う
料
金
収
入
の

減
少
に
起
因
し
、
収
支
の
逆
転
、
い

わ
ゆ
る
赤
字
は
訪
れ
ま
す
。
市
民
の

皆
様
へ
は
根
拠
の
あ
る
資
料
、
数
値

を
示
し
な
が
ら
丁
寧
に
説
明
を
行
い
、

理
解
を
得
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は
、

水
道
事
業
の
現
状
を
来
年
度
あ
た
り

の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー

マ
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

○
管
路
更
新
の
ピ
ー
ク
と
今
後

の
更
新
投
資

問　

現
在
の
水
道
関
係
工
事
の

発
注
額
が
約
２
億
円
程
度
で
す

が
、
今
後
の
更
新
需
要
を
平
準

化
し
た
場
合
、
年
間
ど
の
程
度

の
事
業
費
を
見
込
ん
で
お
ら
れ

る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答　

水
道
事
業
の
有
形
固
定
資

産
が
、
約
１
７
９
億
円
。
全
て

の
資
産
を
30
年
で
更
新
し
た
場

合
に
は
、
年
間
に
６
億
円
、
ま

〇
屋
根
付
運
動
施
設
に
つ
い
て

問　

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と
利
用
者

数
を
想
定
さ
れ
て
い
る
か
。

答　

今
そ
の
作
業
を
進
め
て
お
り
、

何
人
と
い
う
ふ
う
に
お
答
え
で
き
る

状
況
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

問　

事
業
費
（
20
億
円
）
は
決
ま
っ

て
い
る
が
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が

幾
ら
掛
か
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
は
、

後
先
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

答　

運
営
管
理
の
体
制
を
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
か
、
い
ろ
ん
な
方
向
性

を
持
っ
て
検
討
し
て
い
る
と
い
う
最

中
で
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
そ
こ
ま

で
の
把
握
は
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
、

い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

〇
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
つ
い
て

問　

今
後
に
巨
額
な
更
新
費
用
が
必

要
と
な
る
た
め
、
民
間
事
業
者
へ
の

譲
渡
検
討
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

民
間
譲
渡
等
の
先
進
事
例
や
民

間
事
業
者
の
意
向
も
調
査
し
、
最
適

な
運
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
幅
広
く

研
究
・
検
討
を
進
め
た
い
。

〇
行
政
区
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

問　

行
政
区
や
市
民
の
負
担
軽
減
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

〇 

経
営
状
況
に
つ
い
て

 

〇 

屋
根
付
運
動
施
設
に
つ
い
て

 

〇 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
つ
い
て

 

〇 

行
政
区
の
負
担
軽
減
に

 

〇 

地
域
施
工
能
力
と
計
画
的
発
注

 

〇 

教
育
に
つ
い
て

問

問

問

問

問

問問問

答答

答

答

答

答

答答

水
道
事
業
の
再
構
築

  

平
山
貴
彦

個人質問

市
民
負
担
の
軽
減
を
！  

吉
田
俊
平

個人質問

▲事業費が３倍強も増えた屋根付運動施設

▲水道事業の再構築について

 

〇 

管
路
更
新
の
ピ
ー
ク
と
今
後
の

  

　
更
新
投
資
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氏名下の QR コードにより、スマートフォン等で録画映像をご覧いただけます。 

○
地
域
資
源
を
結
ぶ
広
域
観
光
戦
略

問　

生
野
銀
山
と
山
城
の
郷
の
運
営

見
直
し
を
、
個
別
の
問
題
と
捉
え
る

の
か
、
観
光
施
設
の
管
理
運
営
全
体

を
見
直
す
機
会
と
捉
え
る
の
か
。

答　

両
施
設
の
特
性
や
課
題
を
踏
ま

え
官
民
連
携
を
再
構
築
し
、
持
続
可

能
な
運
営
と
観
光
振
興
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問　

生
野
銀
山
の
観
光
・
活
用
を
部

局
横
断
で
推
進
す
る
体
制
を
構
築
す

る
考
え
は
あ
る
か
。　

答　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
核
に

部
局
横
断
で
取
り
組
ん
で
い
く
。　
　

問　
「
農
匠
の
郷
や
く
の
」
再
開
発

を
契
機
に
、
福
知
山
市
と
の
広
域
連

携
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

答　

福
知
山
市
と
の
広
域
観
光
連
携

に
つ
い
て
、
協
議
・
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

朝
来
市
と
福
知
山
市
が
連
携
し
、

住
民
主
体
の
広
域
観
光
を
継
続
的
に

進
め
る
体
制
を
構
築
し
て
は
。

答　

地
域
創
出
協
議
会
を
核
に
、
近

隣
自
治
体
と
の
連
携
を
進
め
て
い
く
。

問　

既
存
の
住
民
活
動
を
つ
な
ぐ
広

域
観
光
の
推
進
体
制
を
構
築
し
て
は

○
史
跡
生
野
銀
山
無
償
譲
渡　

問　

事
業
譲
渡
を
受
け
る
判
断
を
し

た
理
由
の
「
唯
一
無
二
」
と
継
承
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
歴
史
文

化
を
具
体
的
に
説
明
願
い
た
い
。

答　

時
々
の
政
権
を
経
済
的
に
支
え

た
史
跡
や
爪
痕
が
多
く
残
っ
て
お
り
、

具
体
的
に
は
戦
国
時
代
の
露
天
掘
り
、

江
戸
時
代
手
掘
り
の
間
歩
、
官
営
時

代
の
鉱
山
本
部
、
社
宅
が
残
っ
て
い

る
。
文
化
に
お
い
て
は
４
０
０
年
前

か
ら
続
く
山
神
祭
や
生
野
踊
り
な
ど

の
伝
統
行
事
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

問　

譲
渡
決
定
は
進
め
方
が
拙
速
過

ぎ
た
と
思
う
。
課
題
を
残
し
た
船
出

だ
と
思
う
が
。

答　

民
間
会
社
が
継
続
し
て
営
業
い

た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
い
た
が
、

不
調
に
終
わ
っ
た
。
日
本
遺
産
の
心

臓
部
と
も
言
え
る
施
設
の
閉
鎖
は
銀

山
町
の
歴
史
的
価
値
が
途
絶
え
、
生

野
の
活
力
が
失
わ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
、
危
機
感
を
持
っ
て
対
応
し
た
。

問　

入
込
客
数
が
平
成
29
年
の
８
万

２
千
人
か
ら
令
和
７
年
は
６
万
８
千

人
と
減
少
。
市
の
資
料
に
よ
る
と
、

売
上
も
し
く
は
利
益
か
ら
の
寄
附
や

ど
う
か
。

答　

地
域
の
声
を
伺
い
、
歴
史
文
化

を
活
か
し
た
体
験
型
観
光
を
研
究
し

て
い
き
た
い
。

問　

夜
久
野
高
原
の
価
値
を
高
め
、

行
政
区
域
を
越
え
た
広
域
滞
在
型
観

光
を
本
市
の
新
た
な
柱
と
し
て
進
め

る
決
意
は
ど
う
か
。

答　

夜
久
野
高
原
の
６
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
土
地
を
有
効
活
用
し
、
収
穫
体
験

な
ど
地
域
資
源
と
民
間
提
案
を
生
か

し
た
滞
在
・
周
遊
型
観
光
の
具
体
化

を
進
め
て
い
く
。

国
・
県
補
助
を
財
源
と
し
て
運
営
と

あ
る
が
、
補
助
金
は
ど
れ
程
か
。

答　

今
後
、
文
化
庁
、
観
光
庁
等
の

補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
研
究
す
る
。

問　

鉱
山
の
歴
史
に
は
昭
和
62
年
に

鉱
山
か
ら
の
排
水
に
よ
り
農
地
、
健

康
に
影
響
を
与
え
た
公
害
問
題
が
発

生
し
た
。
被
害
の
実
態
と
現
状
は
。

答　

玄
米
か
ら
カ
ド
ミ
ウ
ム
が
検
出

さ
れ
、
市
内
で
水
田
10
・
７
ha
が
土

壌
改
良
さ
れ
た
。
健
康
被
害
は
１
万

３
千
人
を
対
象
に
調
査
し
た
が
イ
タ

イ
イ
タ
イ
病
と
の
報
告
は
無
か
っ
た
。

朝
来
市
の
観
光
政
策
に
つ
い
て

松
井
道
信

個人質問

生
野
銀
山
を
い
か
に
残
す
か

森
下
恒
夫

個人質問

 

〇 

地
域
資
源
を
結
ぶ
広
域
観
光
戦
略

 

〇 

史
跡
生
野
銀
山
無
償
譲
渡

▲春の朝来四季彩の丘（夜久野高原花畑）

▲誰のための何のための観光施設か？

問

問

答

答

問答問

問

答

答

答 問問

問

問

問

答

答

答

答
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〇
「
健
幸
ア
プ
リ
」
に
つ
い
て

問　

健
幸
ア
プ
リ
の
登
録
状
況
と
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　

８
月
末
時
点
で
登
録
者
は
２
，

１
０
０
人
を
超
え
、
紙
登
録
時
の
１
，

１
０
０
人
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

健
康
情
報
の
一
元
管
理
や
ポ
イ
ン
ト

付
与
で
楽
し
み
な
が
ら
継
続
で
き
る

こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
。
ス
マ
ホ
を
持
た

な
い
方
や
操
作
に
不
安
の
あ
る
方
の

参
加
が
難
し
く
な
る
点
が
課
題
。

問　

ポ
イ
ン
ト
の
交
換
に
つ
い
て
は
。

答　

市
内
限
定
ペ
イ
ペ
イ
ポ
イ
ン
ト

や
市
内
温
泉
券
な
ど
に
交
換
で
き
、

地
域
経
済
の
循
環
に
も
つ
な
が
る
。

問　

検
診
の
受
診
状
況
や
若

い
世
代
・
男
性
へ
の
対
策
ま

た
、
健
診
年
齢
の
拡
大
を
し

て
は
ど
う
か
。

答　

過
去
５
年
間
の
平
均
受

診
率
は
16
・
７
％
で
高
齢
者

ほ
ど
高
い
。
対
象
拡
大
は
有

効
性
の
検
証
が
必
要
な
為
国

の
指
針
に
基
づ
く
40
歳
以
上

の
受
診
勧
奨
を
優
先
し
て
い

る
。 

ア
プ
リ
等
で
若
い
世
代
へ
の

「
骨
活
」の
周
知
や
男
性
へ
の
予
防
啓

発
に
も
取
組
み
た
い
。

〇
高
齢
者
の
転
倒
防
止
に
つ
い
て

問　

高
齢
者
へ
の
杖
な
ど
の
購
入
助

成
や
市
役
所
・
市
内
施
設
へ
の
杖
ホ

ル
ダ
ー
の
設
置
を
推
進
す
べ
き
で
は
。

答　

杖
等
の
購
入
助
成
は
用
具
選
定

等
の
課
題
を
踏
ま
え
、
他
市
事
例
等

を
参
考
に
検
討
し
た
い
。
杖
ホ
ル
ダ

ー
の
設
置
は
前
向
き
に
検
討
し
、
市

全
体
で
高
齢
者
に
優
し
い
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

健
幸
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

上
田
幸
広

個人質問
 

〇 「
健
幸
ア
プ
リ
」
に
つ
い
て

 

〇 

高
齢
者
の
転
倒
防
止
に
つ
い
て

問答問答問

問答

答

◯
室
尾
森
林
自
然
公
園
の
再
整
備
を

問　

室
尾
の
再
整
備
は
、
約
束
で
な

か
っ
た
か
。

答　

地
域
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
跡

地
利
用
を
検
討
し
た
い
。

◯
閉
所
閉
店
が
相
次
ぎ
経
済
危
機
だ

問　

市
内
で
閉
所
閉
店
が
相
次
い
で

い
る
。
企
業
が
逃
げ
、
土
地
の
売
買

が
減
少
す
る
と
固
定
資
産
税
の
下
落

に
も
つ
な
が
る
。
見
解
は
。

答　

ス
マ
ホ
で
服
も
本
も
買
え
る
し

後
継
者
問
題
も
あ
る
。
閉
店
に
よ
り

地
域
経
済
も
失
わ
れ
る
。

◯
犬
と
の
同
伴
観
光
に
注
視
せ
よ
！

問　

竹
田
城
は
犬
を
連
れ
て
登
城
出

来
る
か
。

答　

リ
ー
ド
付
け
て
の
登
城
は
可
能
。

ゲ
ー
ジ
か
ら
顔
が
出
な
け
れ
ば
、
天

空
バ
ス
の
乗
車
も
可
能
で
あ
る
。

問　

犬
と
の
同
伴
移
動
が
増
加
し
て
、

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
る
。
室
尾
公
園
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
あ

さ
ご
、
ま
ほ
ろ
ば
等
ド
ッ
グ
ラ
ン
が

設
置
で
き
な
い
か
。

答　

幹
線
道
路
に
有
れ
ば
立
ち
寄
り

の
理
由
と
な
る
し
、
滞
在
時
間
、
交

流
が
増
え
れ
ば
需
要
が
あ
り
付
加
価

ド
ッ
グ
ラ
ン
公
園
の
建
設
を
！

日
下
　
茂

個人質問

値
が
高
ま
る
と
考
え
る
。

◯
運
動
施
設
は
公
認
で
管
理
改
修
を

問　

運
動
施
設
は
中
途
半
端
で
な
く

公
認
施
設
を
整
備
す
べ
き
。
秋
葉
台

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
は
じ
め
、
現
施
設

の
管
理
改
修
も
必
要
で
な
い
か
。

答　

公
認
施
設
は
、
財
源
に
民
間
の

力
も
必
要
だ
。
冬
で
も
サ
ッ
カ
ー
の

で
き
る
環
境
を
考
え
た
い
。

◯
無
毒
有
毒
の
蛇
、
昆
虫
に
つ
い
て

「
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
」
を
提
案
し
て

い
る
。
答
弁
は
12
月
定
例
会
で
求
め

る
。

 

〇 

室
尾
森
林
自
然
公
園
の
再
整
備
を

 

〇 

運
動
施
設
は
公
認
で
管
理
改
修
を

 

〇 

無
毒
有
毒
の
蛇
、
昆
虫
に
つ
い
て

 

〇 

閉
所
閉
店
が
相
次
ぎ
経
済
危
機
だ

 

〇 

犬
と
の
同
伴
観
光
に
注
視
せ
よ
！

問

問

問 答問問 答答 答

答

▲ドッグランは観光客増の経済効果が
　期待できる。

▲歩数や食事記録で健康づくり
　「あさGO! 健幸アプリ」

 

〇 

骨
粗
し
ょ
う
症
対
策
に

     

つ
い
て
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和田山
高 等 学 校

W
a

dayama High Schoo
l

令和８年８月３日、高校生議会を開催しました。
次世代を担う高校生の政治や地方自治への関心を深めてもらうことを目的として、今年で
６回目の開催となりました。
次ページからは、当日参加された１５名の高校生議員の提案や質問、感想をご紹介します。

令和８年８月３日、高校生議会を開催しました。
次世代を担う高校生の政治や地方自治への関心を深めてもらうことを目的として、今年で
６回目の開催となりました。
次ページからは、当日参加された１５名の高校生議員の提案や質問、感想をご紹介します。

生野高等学校・和田山高等学校の皆さん生野高等学校・和田山高等学校の皆さん

高校生議会令和8年度

和田山高等学校
谷垣　敬也 議長
和田山高等学校
谷垣　敬也 議長

質問する高校生議員質問する高校生議員

朝来市議会議長挨拶朝来市議会議長挨拶
開会を待つ高校生議員開会を待つ高校生議員

生野高等学校
松本　昂大 議長

生野高等学校
松本　昂大 議長

いい緊張感で臨むことが出来ました。
貴重な経験を今後に生かしたいです。

空き家の改修支援や情報発信について伺い
ます。空き家を交流や学習できる場に活用
することも市の魅力づくりになると考えます。

Q

空き家活用のみならず、若者の市外転出解
消や人口減少緩和に取り組んでいきます。

A

ひとこと

空き家を若者・新婚世帯向け
住宅として活用する取組について

村田 壮志 議員
和田山高等学校

今まで苦手だった人前で発表すること
が、少し上達したと感じました。

空き家解体後の跡地を活用し、地域の景観
向上や交流、防災に役立つ小さな広場や緑
地として整備を進める考えはありますか。

Q

跡地利用について、先進事例や課題、地域
のニーズを情報収集し研究していきたい。

A

ひとこと

空き家解体後の土地活用に
ついて

守田 広大 議員
和田山高等学校

当日は参加できなかったが、準備す
る過程で学べたものが多くありました。

若者が地域イベントに主体的に参画することが地域の
活性化につながると考え、若者参画の
機会と仕組みづくりについて伺います。

Q

大人にはない自由な発想
や行動力でまちづくりに
貢献していただきたい。

A

ひとこと

若者が主体となるイベントに
よる地域活性化について

大石 優陽 議員
和田山高等学校

地域のことに関心を持ち、自分にで
きることを考えていきたいです。

和田山駅周辺に気軽に立ち寄れる場所が少
ないと感じています。駅周辺の利便性向上
について、市はどのように考えていますか。

Q

既存施設や空き店舗など地域資源の活用
で、駅周辺の利便性向上に取り組みます。

A

ひとこと

和田山駅周辺の
利便性向上について

枚田 葵衣 議員
和田山高等学校

あまりできない経験ができたのでと
てもよかったです。

通学路や地域の危険箇所について市民からの
要望を待つだけでなく市が主体的に調査や巡
回をし、改善を進めることを提案しました。

Q

高校生をはじめ、地域の皆さんと連携して
安全対策を進めていきます。

A

ひとこと

高校生の意見を反映した
地域の安全対策

荻野 笑愛 議員
和田山高等学校

長松 叶芽 さん代読者
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次世代を担う高校生の政治や地方自治への関心を深めてもらうことを目的として、今年で
６回目の開催となりました。
次ページからは、当日参加された１５名の高校生議員の提案や質問、感想をご紹介します。

令和８年８月３日、高校生議会を開催しました。
次世代を担う高校生の政治や地方自治への関心を深めてもらうことを目的として、今年で
６回目の開催となりました。
次ページからは、当日参加された１５名の高校生議員の提案や質問、感想をご紹介します。

生野高等学校・和田山高等学校の皆さん生野高等学校・和田山高等学校の皆さん

高校生議会令和8年度

和田山高等学校
谷垣　敬也 議長
和田山高等学校
谷垣　敬也 議長

質問する高校生議員質問する高校生議員

朝来市議会議長挨拶朝来市議会議長挨拶
開会を待つ高校生議員開会を待つ高校生議員

生野高等学校
松本　昂大 議長

生野高等学校
松本　昂大 議長

いい緊張感で臨むことが出来ました。
貴重な経験を今後に生かしたいです。

空き家の改修支援や情報発信について伺い
ます。空き家を交流や学習できる場に活用
することも市の魅力づくりになると考えます。

Q

空き家活用のみならず、若者の市外転出解
消や人口減少緩和に取り組んでいきます。

A

ひとこと

空き家を若者・新婚世帯向け
住宅として活用する取組について

村田 壮志 議員
和田山高等学校

今まで苦手だった人前で発表すること
が、少し上達したと感じました。

空き家解体後の跡地を活用し、地域の景観
向上や交流、防災に役立つ小さな広場や緑
地として整備を進める考えはありますか。

Q

跡地利用について、先進事例や課題、地域
のニーズを情報収集し研究していきたい。

A

ひとこと

空き家解体後の土地活用に
ついて

守田 広大 議員
和田山高等学校

当日は参加できなかったが、準備す
る過程で学べたものが多くありました。

若者が地域イベントに主体的に参画することが地域の
活性化につながると考え、若者参画の
機会と仕組みづくりについて伺います。

Q

大人にはない自由な発想
や行動力でまちづくりに
貢献していただきたい。

A

ひとこと

若者が主体となるイベントに
よる地域活性化について

大石 優陽 議員
和田山高等学校

地域のことに関心を持ち、自分にで
きることを考えていきたいです。

和田山駅周辺に気軽に立ち寄れる場所が少
ないと感じています。駅周辺の利便性向上
について、市はどのように考えていますか。

Q

既存施設や空き店舗など地域資源の活用
で、駅周辺の利便性向上に取り組みます。

A

ひとこと

和田山駅周辺の
利便性向上について

枚田 葵衣 議員
和田山高等学校

あまりできない経験ができたのでと
てもよかったです。

通学路や地域の危険箇所について市民からの
要望を待つだけでなく市が主体的に調査や巡
回をし、改善を進めることを提案しました。

Q

高校生をはじめ、地域の皆さんと連携して
安全対策を進めていきます。

A

ひとこと

高校生の意見を反映した
地域の安全対策

荻野 笑愛 議員
和田山高等学校

長松 叶芽 さん代読者
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生 野
高 等 学 校

I k
u

n o  H i g h  S c h o
o

l

ありがとうございました！

和田山高校
一般質問

生野高校
一般質問

自分の言いたいことが伝えられ
ました。

高校生年代がいる家庭の経済的負担（通学費、教
材費、部活動費など）について、市は把握されてい
るのか、また支援策を検討する考えはありますか。

Q

把握はできていないが支援や奨学給付制度
のあり方について調査研究していきたい。

A

ひとこと

高校生年代まで続く
子育て支援の充実

和田山高等学校

自分が伝えたいことが伝えられた
と思いました。

放課後等デイサービスで安全に過ごすために
必要な物品の購入費助成や、行政が先導し
現場を連携する仕組みについて質問しました。

Q

関係機関との連携を深め、子どもたちに応
じた支援を大切にし、取り組んでいきます。

A

ひとこと

障害のある子どもたちが
安心して過ごせる環境づくり

佐川 歩乃 議員
和田山高等学校

自分の意見をしっかり伝えられて
よかったです。

子どもたちが安心して遊べる環境が必要。ヒ
メハナ公園の老朽化した施設の整備や屋内
キッズスペースの整備は考えていますか。

Q

提案を大切に受け止め、整備の方向性や既
存施設の活用可能性を含め検討したい。

A

ひとこと

ヒメハナ公園の整備と
子育て環境の充実について

田村 一駿 議員
生野高等学校

緊張しましたが、準備してきたことを
自分たちの言葉で伝えられました。

生野紅茶生産者の後継者不足が課題。生野
紅茶の継承や魅力発信に向けて、市では今後
どのような取組を進めていく考えでしょうか。

Q

生野紅茶加工所を活かし、体験会等で関わ
る人を増やして後継者確保につなげたい。

A

ひとこと

生野紅茶の継承と
地域活性化について

藤本 健太 議員
生野高等学校

テレビでよく見るような実際の政治を体
験しているようで、とても良かったです。

播但線利用促進として、自転車を持ち込め
るサイクルトレイン試験導入や播但線サイク
リングマップ作成について提案しました。

Q

播但線に活力を生み出す提案です。官民連
携し、沿線の活性化や利用促進を図りたい。

A

ひとこと

播但線の利用促進について

田畑　駿 議員
生野高等学校

これまで続けてきたオオサンショウウオの
調査について議会で伝えられてよかった。

河川生態系保全のための取組の成果・課題
をどのように検証し、今後の保全活動や県
との連携に活かしていくお考えでしょうか。

Q

河川環境の保全に向けて調査結果や課題を関係
機関と共有し、連携しながら取り組んでいきます。

A

ひとこと

オオサンショウウオと
河川環境の保全について

松本 昂大 議員
生野高等学校

とても緊張しましたが、何とか無事に発
表を終えられて良かったです。

地域行事の担い手不足が課題。若い世代が
将来の担い手となるため、市・学校・地域が
連携した取り組みを進める考えはありますか。

Q

行政、学校園、地域が連携した取り組みを
広く展開する施策実施や研究を進めます。

A

ひとこと

地域行事の継承と
担い手づくりについて

清水 創一郎 議員
生野高等学校

身近な疑問から考えを深め、新た
な発見をすることができました。

増加する空き家を誰もが気軽に利用できる居
場所として整備することで、地域の交流促進、
活性化につながるのではと提案しました。

Q

無理なく続けられる空き家を活用するため
の仕組みづくりが必要と考えます。

A

ひとこと

空き家を活用した
居場所づくりについて

安積 琉世 議員
生野高等学校

いろいろな地区を実際に見て回ったり、
資料を作ったりするのが面白かったです。

山間地域や通学路の照明環境や人口減少地域
の防犯灯維持支援策、ソーラー式LED防犯灯
活用についてどのように考えておられますか。

Q

防犯灯の整備・維持管理等、先進事例を参
考にしながら調査研究を進めていきます。

A

ひとこと

防犯灯の整備・維持管理と
地域の安全確保について

桐山 宗大 議員
生野高等学校

発表する場面で学んだことを意識
して、今後も頑張りたいです。

道路や公園のポイ捨て対策として、ごみ箱
に工夫を加え、楽しみながらごみ捨てがで
きる環境づくりについて提案しました。

Q

仕掛け学のアイデアは斬新で素晴らしい。
実効性のある環境美化対策を検討します。

A

ひとこと

仕掛け学を活用した
地域環境美化について

谷垣 敬也 議員
和田山高等学校

議長

議長

　井 李星 議員

18

決
算
認
定

委
員
会
調
査
報
告

／
組
合
議
会
報
告

朝
来
市
議
会

意
見
交
換
会

議
会
だ
よ
り

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

高
校
生
議
会

決
算
審
査
報
告

賛
否
の
状
況

議
案
審
議

一
般
質
問

表
紙
写
真
の
声
／

12
月
定
例
会
日
程



生 野
高 等 学 校

I k
u

n o  H i g h  S c h o
o

l

ありがとうございました！

和田山高校
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A

ひとこと

高校生年代まで続く
子育て支援の充実

和田山高等学校

自分が伝えたいことが伝えられた
と思いました。

放課後等デイサービスで安全に過ごすために
必要な物品の購入費助成や、行政が先導し
現場を連携する仕組みについて質問しました。

Q

関係機関との連携を深め、子どもたちに応
じた支援を大切にし、取り組んでいきます。

A

ひとこと

障害のある子どもたちが
安心して過ごせる環境づくり

佐川 歩乃 議員
和田山高等学校

自分の意見をしっかり伝えられて
よかったです。

子どもたちが安心して遊べる環境が必要。ヒ
メハナ公園の老朽化した施設の整備や屋内
キッズスペースの整備は考えていますか。

Q

提案を大切に受け止め、整備の方向性や既
存施設の活用可能性を含め検討したい。

A

ひとこと

ヒメハナ公園の整備と
子育て環境の充実について

田村 一駿 議員
生野高等学校

緊張しましたが、準備してきたことを
自分たちの言葉で伝えられました。

生野紅茶生産者の後継者不足が課題。生野
紅茶の継承や魅力発信に向けて、市では今後
どのような取組を進めていく考えでしょうか。

Q

生野紅茶加工所を活かし、体験会等で関わ
る人を増やして後継者確保につなげたい。

A

ひとこと

生野紅茶の継承と
地域活性化について

藤本 健太 議員
生野高等学校

テレビでよく見るような実際の政治を体
験しているようで、とても良かったです。

播但線利用促進として、自転車を持ち込め
るサイクルトレイン試験導入や播但線サイク
リングマップ作成について提案しました。

Q

播但線に活力を生み出す提案です。官民連
携し、沿線の活性化や利用促進を図りたい。

A

ひとこと

播但線の利用促進について

田畑　駿 議員
生野高等学校

これまで続けてきたオオサンショウウオの
調査について議会で伝えられてよかった。

河川生態系保全のための取組の成果・課題
をどのように検証し、今後の保全活動や県
との連携に活かしていくお考えでしょうか。

Q

河川環境の保全に向けて調査結果や課題を関係
機関と共有し、連携しながら取り組んでいきます。

A

ひとこと

オオサンショウウオと
河川環境の保全について

松本 昂大 議員
生野高等学校

とても緊張しましたが、何とか無事に発
表を終えられて良かったです。

地域行事の担い手不足が課題。若い世代が
将来の担い手となるため、市・学校・地域が
連携した取り組みを進める考えはありますか。

Q

行政、学校園、地域が連携した取り組みを
広く展開する施策実施や研究を進めます。

A

ひとこと

地域行事の継承と
担い手づくりについて

清水 創一郎 議員
生野高等学校

身近な疑問から考えを深め、新た
な発見をすることができました。

増加する空き家を誰もが気軽に利用できる居
場所として整備することで、地域の交流促進、
活性化につながるのではと提案しました。

Q

無理なく続けられる空き家を活用するため
の仕組みづくりが必要と考えます。

A

ひとこと

空き家を活用した
居場所づくりについて

安積 琉世 議員
生野高等学校

いろいろな地区を実際に見て回ったり、
資料を作ったりするのが面白かったです。

山間地域や通学路の照明環境や人口減少地域
の防犯灯維持支援策、ソーラー式LED防犯灯
活用についてどのように考えておられますか。

Q

防犯灯の整備・維持管理等、先進事例を参
考にしながら調査研究を進めていきます。

A

ひとこと

防犯灯の整備・維持管理と
地域の安全確保について

桐山 宗大 議員
生野高等学校

発表する場面で学んだことを意識
して、今後も頑張りたいです。

道路や公園のポイ捨て対策として、ごみ箱
に工夫を加え、楽しみながらごみ捨てがで
きる環境づくりについて提案しました。

Q

仕掛け学のアイデアは斬新で素晴らしい。
実効性のある環境美化対策を検討します。

A

ひとこと

仕掛け学を活用した
地域環境美化について

谷垣 敬也 議員
和田山高等学校

議長

議長

　井 李星 議員
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TEL 672-1930 まで

議会を傍聴して
みませんか？

受付場所：朝来市役所本庁舎５階
お問い合わせは議会事務局

　本会議や常任委員会・特別委員会はど
なたでも自由に傍聴できます。
　会議当日に住所・氏名をご記入してい
ただくだけで傍聴できます。
　お気軽にお越しください

予約不要

　梁瀬地区には19の行政区があり、世帯数は915戸で
す。梁瀬地域自治協は平成20年９月発足以来、地域づ
くりの観点から各種の事業やイベントを行ってきました。
　その中で、２つの事業を紹介します。まず1つは「い
こいひろば」です。年間11回開催し、毎回30名弱の参
加があります。内容は、歌あり、体操あり、ダンスあ
りの多彩なものです。表紙の写真はやなせこども園の

園児とのふれあいの様子です。こども園の園児が歌を歌いながら、参加者の肩もみをしています。「いこいひろば」
は介護予防という目的も兼ねており、いつも楽しい雰囲気の中、生きがいづくりや仲間づくりを目指して取り組
んでいます。そのことが健康増進につながっているように感じられます。「いこいひろば」最大のイベントの「ふ
る里ふれあい音楽会」には、地域の幼児や小中学生の歌や太鼓演奏、器楽演奏があり、そのあとプロの演奏家の
音楽を楽しみます。例年200名を超える参加者があります。
　２つ目に紹介するのは、小学校高学年を対象とした「なぜなぜ教室」です。この事業は、学校を核とした地域
連携促進事業「科学する梁瀬の子供育成講座」です。夏休み期間中に、「シャボン玉のひみつ」、「凧づくり」、「川
の生き物観察会」、「みんなで楽しくダンスパーティー」、「科学を楽しもう」、「水の不思議」などを実施しました。
　児童たちは講師の指導を受けて、楽しみながら課題に挑戦していました。この講座を通して児童たちが楽しみ
ながら科学する目を養ってくれればと思います。

地域とともに　梁瀬地域自治協議会

声“　　”

市内自治協議会の活動を紹介します !

凧づくり

▲シャボン玉のひみつ

▲与布土ダム見学シャボン玉の ▲

ひみつ
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